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大規模災害時の歴史資料保全のあり方を学ぶ-岩手 ･宮城内陸地震の取 り組みを通 して

-歴史資料ネ ッ トワーク代表

奥村 弘歴史資料ネ ッ トワークは､この間大規模水害等を想定 して､

その とき水損 した古文書等をい かに保全 してい くかを､体験的に知っていただ

くためにワークシ ョップを行ってきま した｡和紙や和綴 じのサンプル を水に濡

らし､ここか らペーパータオル等で水分を抜き取っていくとい う作業を通 して

､歴史資料保全についての基礎的な技術 を身につ

けていただ くとともに､歴史資料保全についての認識 を深めていただ くとい う

ものです｡学部生や大学院生だけでなく､博物館の学芸員や歴史に興味

をお持ちの地域の方々にもワークショップに参加 していただいて､好評 を得て

います｡参加 された皆 さんは､歴史資料について､お互いに色々な話 をしなが

ら､水分を取 るための作業をされています｡私 自身､このような場に参加す

ることで､言葉だけでなく､作業を通 して学ぶ ことの重要性 をいっも認識 させ られています

｡水損史料修復 ワークシ ョップ 2009年 3月 2 日 (月)早稲 田

大学教育学部(主催 :早稲 田大学教育 ･総合

科学学術院大橋幸泰研究室)NewsLetter2



私たちはこのよ うな経験か ら､水損史料だけでな く､地震時の緊急の史料保

全 とそれに伴 う調査についても､ワークシ ョップ的な取 り組みが出来ないか と

考えてきま した ｡ その際､注 目したのは宮城資料ネ ッ トワークの活動です｡

宮城資料ネ ッ トは､宮城県北部連続地震､岩手 ･宮城内陸地震 と､この間二

度の大地震を経験 しま した｡ その中で､阪神淡路大震災以降の歴史資料保全に

ついての方法を､地域に即 した形で深めています｡そこで展開された史料保全

論は､一般的な歴史資料の調査を考える際にも､重要な視座 を提供す るもの と

もなっています｡

今回､総会後の催 しは､いっ もの講演会ではなく､この宮城資料ネ ッ トの歴

史資料保全の方法を､実際の古文書を使 って､ワークシ ョップの形で学ぶ とい

うものになっています｡歴史資料ネ ッ トワークとしては､は じめての取 り組み

であ り､参加 された皆 さんで楽 しくこの作業が出来ればと考えてお ります｡

歴史研究者や学芸員だけでなく､災害時における史料保全について興味関心

をお持ちの方な らどなたでも参加可能です｡ぜひご参加 くだ さい｡お待ちして

お ります｡

｢水害



歴史資料 ネッ トワーク .神P史学会主催第 4回 地域史卒論報告会

森脇

崇文2009年 3月 8日 (目)､西宮大学交流セ ンターにおいて､神戸

史学会 と共催のもと､恒例の ｢地域史卒論報告会｣が開催 されま した｡ この地

域史卒論報告会は､卒業論文を書き終えて社会人 となってい く学生を報告者 と

して､地域の人々を前にこれまで研究 してきた内容を報告 してもらうとい うも

ので､今回で第 4回 とな

ります｡今年度は､檎垣和志 さん (大阪大学)による ｢中世興福寺の失､累統制

｣､山田美佳 さん (神戸大学)による ｢明治末期新世界確立過程にみる大阪

市政の動向｣､森 田順子 さん (神戸大学)による ｢大正期の地方鉄道敷設過程

にみる地方政治状況一 出石鉄道 を中心に-｣ とい う三本の報告がおこなわれま

した｡槍垣 さんの報告は､中世前期における大和国興福寺内部での大衆 (僧侶

集団)の動向と､寺院上層部による統制を丹念に解明 したもの｡ 山田さんの報

告は､二〇世紀初頭にお こなわれた内国産業博覧会の跡地利用をめぐる粁余曲

折を追いかけ､そこか ら大阪市政内部の状況を見通す もの ｡ そ して森 田さんの

報告は､かつて兵庫県北部に存在 した出石鉄道を題材 に､ ｢地域の鉄道｣をめ

ぐる村々の協力 と対立を描 き出す もので した｡それぞれにとても興味深 く､ま

た研究 としての水準 も非常に高いもの

で した｡しか し一方で今回の卒論報告会では､報告者である学生 と一般の参

加者の間に､ある種のすれ違い も垣間みえたよ うに思います｡研究史的に意義

深 く､精密な実証がなされた論文でも､それだけではまだ足 りない｡ 専門用語

も研究史も知 らない一般の人たちに､それでも研究の ｢面 白さ｣を伝 えなけれ

ばな らない｡ 研究成果を地域に還元するとい うのは､そ うい うことなのだ と改

めて知った思いです｡ この点は主催者である史料ネ ッ ト委員が しっか りと受け

止め､来年以降の報告者にどんなア ドバイスをしてい くかが重要 となって くるで

しょう｡ともあれ､今回の地域史卒論報告会 も盛況の うちに幕 をとじる事が

できま した｡ ここでの報告内容が参加 した人々を通 じて地域に還元 され､また

報告者が今回の経験を通 じて今後多少な りとも歴史-の興味を持ち続 けて くれた

な らば､NewsLetter2009.5.29No.



この会の 目的は達成 した といえるで しょう｡来年度以降のこの時期 にも､活気

溢れ る卒論報告が聞かれ ることを､今か ら楽 しみに してお ります｡

(も りわき ･たかふみ/歴史資料ネ ッ トワーク運営委員)

■ 地域史卒論報告を終 えて

卒業論 文 を報告す る機
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年 とい う長 い期間をかけて取 り組ん

できたので､喜び もひ としおです｡

一方では報告 によって学んだこと

もあ ります｡一つは他者 に説明す る

事の難 しさで した｡私 の卒業論文の

内容 は寺院社会 とい う一般 か ら見れ

ばマイナーな分野を扱 っています｡

そのために討論 においては用語 に関
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私は今年の 4月か ら故郷に帰 り､市役所の職員 として働 きます｡ 当初は市民

課や年金課の窓 口で､直に市民の皆様に接す る仕事をす ることになっ七います｡

今回の報告で学んだ､他者に対す る分か りやす さ､あるいは他者 との興味 ･関

心の違いに気をつけて職務 を果た していきたい と考えてお ります｡

最後にな りま したが､発表の機会 を与 えて頂 いた史料ネ ッ トの運営委員 の

方々にお礼を申し上げたい と思います｡

(ひがき ･かず し/大阪大学文学部卒業生)

■ 地域史卒論報告を終えて

A
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他のお二人の発表にはもちろん､

私のテーマに対 しても､た くさんの

質問や ご意見を参加者か ら受けま し

た｡ このことで､歴史に対す る関心

が､教育機関とは違 うフィール ドで

も大きく存在す ることを実感でき､

大変貴重な時間を過 ごす ことができ

回このよ うな場で発表をさ

せて頂いて､思っていた以

た



物事のとらえ方を養 ってきま した｡発表を終えて､これ らは､大学内とい う限

られた枠の中で循環 させ るのではなく､大勢の人 と共有す ることでさらに研か

れ るものだ と実感できま した｡先の結論に対す るご意見 もその一例です｡今回

の報告会のように､地域社会は どこであってもそれをかなえる身近な場であ り

つづけるだろ うし､微力なが ら､ 自分 自身が働 き掛けてそのよ うに維持 しつづ

けていきたいと思います｡

その前提 となる史料の保存については､この四年間での授業や実習､卒論作

成を通 じて一学部生か らみても､解決がいそがれ る課題だ､ との思いでいます｡

膨大な史料を残す ことは､す ぐに意味が付与 され るものではあ りませんが､上

述のような文化的な活動 を続 けていくために､地域の方々の支援が必要だ と､

教えられてきま した｡今後､歴史 とは関わ りのない職 につきますが､このこと

をずっと心にとめ､人々が持つ固有の興味 ･関心が歴史像 を構築 して､共有の

財産になる営みに､私 も一助 していければ と考えています｡今の私には､ひ と

まず手元にある史料に触れ ることしかできませんが､これか らも地域社会の中

で､可能なことを見つけ継続 していきたい と思います｡

今回は､稚拙な報告であ りま したが､発表の場を頂き､本 当にあ りが とうご

ざいま した｡改めてお礼 を申し上げます｡

(やまだ ･みか/神戸大学文学部卒業生)

『 地域史卒論報告を終えて

先
日の報告会では大変貴重な
経験をさせていただきあ り

が とうございま した｡説明

が不十分な箇所 もあ りま したが､そ

の分参加者の皆 さんには色々な質問

をいただき､勉強にな りま した｡

私の報告テーマである出石鉄道は

大正から昭和初期にかけて地域住民

を中心に計画が進められたものです

が､こういった地方鉄道について何

森 田 順子

か



した｡ 今回の報告では重点の置き方が異なっていたのでそれ らの質問に対 し多

くを説明できなかったのが残念で した｡今回は当鉄道が開通す るまでゐ経緯 を

各団体 ･人物の動きか ら出来るだけ読み取って紹介 したっ もりですが､粁余曲

折を経て鉄道開通に至った後の運営状況な ど､やは り技術的な問題が大きく関

わって くる所をもっと詳 しく説明できれば良かった と思います｡ただ､地域の

方々に広 く興味を持っていただけるテーマだったことが実感できたのは一つの

収穫で した｡ また史料 をまとめ直す機会があれば､そ ういった部分 も重視 して

い くつ もりです｡

また､報告が終わってか ら伺 ったのですが､当鉄道に重要な役割 を果た した

人物の子孫の方が報告を聞いて下 さっていたことが分か りま した ｡ ご先祖 と出

石鉄道の関わ りがあった事については以前か ら伝 え聞いてお られたそ うですが､

株主データや営業報告書の中に残っている総会での発言な どは初めて見るご先

祖の一面であ り､ とても興味深 く見 られていた との事です｡私にとっても､こ

ういった史料は､それまでよく分か らなかった当鉄道建設のイメージを一つず

つ掴んでい くきっかけになったものであ り､それ以上に地元の生き生きとした

歴史を肌に感 じ､ワクワクした瞬間を与えて くれ る､大切なもので した ｡ この

よ うな史料か らご先祖や地域-の理解 を深 めて下 さった とい う事をとても嬉 し

く思います｡

以上のよ うに当卒論研究によって得たものもあ りま したが､出石鉄道､ひい

ては但馬 ･出石地方の研究課題､これはまだ多 く残っています｡そこに取 り組

んでいけるか どうかは､これか らの史料保全活動が鍵 となるで しょう｡ 今回の

報告でも指摘 したように､私は地元での史料収集の中で史料整理の現状を知 り､

身近な史料保存活動の大切 さを痛感 しま した｡ 就職で故郷は離れ ることにな り

ますが､地域の一員 として何 らかの取 り組みを していきたい と思っています｡

また､このよ うな地域史料に対す る共感の場が益々活発に設 けられ ることを願

っています｡あ りが とうございま した｡

(もりた ･じゆんこ/神戸大学文学部卒業生)

○ 新聞で見ては じめて参加 しま した｡ どのテーマも､内容的には分析 ･研究

不足の点もあったが､各担当者が一生懸命努力 して取 り組んでいる姿勢が感 じ

られた｡ (60代 ･男性)

○ 報告を面 白く聞かせていただいた｡ 真撃な態度でよかった｡ (60代 ･男

性)

○ 異なる題 目ですが､奈良､大阪､出石鉄道 とユニークな研究 を聞かせてい

ただき感謝です｡また､若い方々の研究発表 を聞 くのは少ないので新鮮でもあ

りま した｡ (70代 ･男性)
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兵庫津歴史靖演合開催 される !! 阜l-.

慕中

野

腎治2009年 2月 7日､兵庫 津歴 史講演会が兵庫公会堂におい

て開催 された｡まず藤本史子氏 によ り ｢室町時代末期か ら江戸時代初期 にか

けての兵庫津の空間復元 と変遷｣ と題す る講演があった｡ そ こでは考古学 の

見地か ら､発掘調査 によって見えて きた中

世の兵庫津の実態 について､町屋 の方 向性やその構造 の共通性 な ど､当時

の都市景観 の復元 をもとに､戦 国時代末期 か ら江戸

時代 の初期 にかけて､そ うした都 市景観 に大きな改変が加 えられていた こと､ さらに同時期の堺の状況

を例に､摂津地域 ･大阪湾に存在す る港湾都市が経験 した歴史的な画期 として兵庫津

の状況を一般化 し､その重要性が語

られていた｡続 いて､神戸大学 ･関西学院大学能楽部

のみな さんによる ｢敦盛｣ ｢屋島｣ ･ ｢草子洗小町



考古学の藤本氏に対 し､こち らは文献史学の立場か ら､戦国時代の兵庫津が三好政権 ･織 田政権 とどの

ように接 していたか､その後織 田政権下の荒木村重の反乱や兵庫城 の築城

と廃城 な どを経て､兵庫津が商人 による自治組織 によって運営 され るように

なったか とい うア ウ トライ ンを中心に､松永久秀や池 田輝政な ど､戦国武将

と兵庫津の関係 などについても言及があった｡天野氏の軽妙な語 り口も聞き所

であっただろ う｡会場は事前 申し込みで締切が

出るほどの大盛況であ り､改めて中世の兵庫に対す る関心の強 さを思い知 らされた｡大河 ドラマなど ｢

戦国ブーム｣が取 りざた され る昨今､ 自分の住んでいる地域 と全国的

な政治 ･社会の歴史がどのように関連するかについての興味が高まってお り､それに応 じる企画や講演が

人々か ら求められていることのあらわれだ といえる｡

(なかの ･けん じ/歴史資料ネ ッ トワーク

副事務局長)☆近刊紹介 水損史料 を救 う風水害からの歴史資料
保全岩 田書 院 ブ ック レッ ト ア ー カ イブ ズ 系

⑫松下正和 ･河野未央 編

2009年 5月刊A 5判 ･156頁 ･並製本
ISBN978-4-87294-564

-5 C13211600円 (税別)

｢阪神淡路大震災後の被災歴史資料保存か ら生まれた歴史資料ネ ッ トワークに

とって､2004年の風水害-の対応 は､新たな画期 となる出来事で した｡-

大規模 な風水害の場合､汚水で水損 した紙史料は､高温の中です ぐにカ ビが繁殖

し､腐敗が始ま ります｡家屋 も浸水のみの場合は､次の 目か ら片付 けが始ま り､

保全不可能 と判断 された紙史料弓まそのまま廃棄 されて しま う可能性が高 くな り

ます｡このような地震 と異なる大規模水害-いかに対応す

るのか｡-私たちは地震 とは異なる水害被災地での活動に取 り



産業扱術史資料の廃寮が残 した課題

虜川 和花

1980年代に ｢国立産業技術史博物館｣構想のもと展示用に収集 され､万博

記念公園鉄鋼館に保管 されていた千数百点の機械類が､2009年 3月末をもっ

て廃棄処分 された｡ ｢国立産業技術史博物館誘致協議会｣が収集 したこれ らの

資料の うち､ごく一部が香芝市二上山博物館 (奈良五位堂の鋳物師杉 田家の古

文書 と用具類) ･尼崎市立文化財収蔵庫 ･国立科学博物館などに引き取 られ､

段ボール箱 250箱の紙資料 2万点超 と一部の小型道具類は大阪産業労働資料

鰭 (ェル ･ライブラリー)が緊

急避難的に引き受けた｡大阪大

学総合学術博物館でも､大阪の

町工場で使用 された旋盤 とベル

ト掛製釘機 を引き取 り､館内で

展示 している｡

産業史博物館構想の頓挫以降

死蔵 されてきたこれ らの資料の

廃棄の直接の契機は､保管場所

の鉄鋼館の改装にともない､立

ち退 きを求められたことにある｡

廃棄直前まで関係者が尽力 され

たよ うであるが､結果 として貴

重なものづ くりの歴史的遺産群

が失われ ることとなったのは残

念である｡3月下旬 とい うタイ

ミングや､全点 目録が存在 しな

いことも､救出の大きなネ ック

となった (現場に行ってめぼ し

いものを選定す るしか方法がな

かった｡数 トンの重量のものが

ざらで､運搬にコス トがかかる

ため緊急避難 させ ることも困

難)｡廃棄決定後の混乱の中で
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致 し方ない面もあった とはいえ､元の寄贈者や関係機 関 との調整がもう少 しで

も早 く円滑に運んでいればとい う気が してな らない｡廃棄 されたことす ら知 ら

ない原蔵者 も多いと思われ る｡紙資料を引き取ったェル図に しても､引き取 り

依頼 を受けて動かれたのではなく､廃棄の情報を独 自に得て ｢産業資料救出作

戦｣ (同館の bloghttp://d.hatena.ne.jp/1-library/参照) と銘打って活動 さ

れたものである｡

エル図は､ (財)大阪社会運動協会が､橋下府政 ｢改革｣で廃止 された大阪

府労働情報プラザを引き継 ぎ､大阪社会運動資料セ ンター とあわせて 2008年

に誕生 させた民間運営の図書館である｡新生エル図は､それまでの労働専門図

書館か ら､経営側の資料にまで範囲を広げた産業労働資料館-の道を模索 して

いる｡今回引き受けられた 250箱の うち､50箱を収蔵､収集対象外の資料 80

箱 を他図書館-､残 りは何 らかの方法で処分す るとい うことである｡府政 ｢改

革｣のあお りをもろに受け厳 しい運営を余儀なくされているエル図のような民

間の機 関がこうした資料の引受先にな らざるを得ない現状は異常 とい うはかな

い｡そ して今回､歴史研究に大きく関わる資料群の救出に歴史学関係者が関わ

れないままであったことを､反省 も込めて歴史資料救出失敗の事例 として記憶

しておきたい と思 う｡

(ひろかわ ･わか/大阪大学総合学術博物館)

【編集後記】

○新緑の心地 よい季節がやってきま した｡みなさま､いかがおす ごしですか｡

○今号は､大阪府における史料保存に関す る危機的状況について､贋川和花 さ

んに特別寄稿いただきま した｡多 くの 自治体 も同様の問題 を抱えていることと

思います｡ ｢市民｣であるわた したち自身につきつけられた課題です｡

○史料ネ ッ トでは､皆様の寄稿を募 っています｡ さまざまな問題提起､話題提

供 をお待ち しています｡ (ひ)
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